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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年10月期第3四半期の連結業績（平成22年11月1日～平成23年7月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 10月期第3四半期 48,579 28.5 2,109 88.1 2,254 75.6 1,298 69.8
22年 10月期第3四半期 37,800 14.3 1,121 143.2 1,283 109.8 764 ― 

 

 １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 

 円   銭 円   銭 

23年 10月期第3四半期 123.09 ― 
22年 10月期第3四半期 71.64 71.26 

 
（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 10月期第3四半期 49,268 29,074 59.0 2,768.23
22年 10月期 46,158 28,061 60.8 2,627.81

（参考）自己資本    23年10月期第3四半期 29,058百万円       22年10月期 28,050百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

22年 10月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年 10月期 ― 15.00 ―  

23年 10月期(予想)  15.00 30.00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 無 

 
３．平成23年10月期の連結業績予想（平成22年11月1日～平成23年10月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 64,800 25.3 2,740 55.8 2,950 50.0 1,680 82.2 160.04

（注）当四半期における業績予想の修正有無 無 

 



 

 
４．その他（詳細は、【添付資料】P.4「２．その他の情報」をご覧ください。） 

 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更 無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年10月期3Ｑ 10,800,000株 22年10月期 10,800,000株

② 期末自己株式数 23年10月期3Ｑ 302,812株 22年10月期 125,340株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年10月期3Ｑ 10,547,351株 22年10月期3Ｑ 10,674,870株

 
 
※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の景気回復を背景とした輸出の増加や企業収益の改善の

兆しなど、景気は持ち直しの動きがみられたものの、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響をはじめ、円

高の進行や海外景気の下振れ懸念など、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 当社グループの係わる電線業界におきましては、電線の主材料である銅の価格が、期初には１トン当たり700千

円、２月には一時900千円をつけ、第３四半期末には810千円となりました。その結果、期中平均価格は806千円と前

年同期平均681千円に比べ18.4％上昇いたしました。また、建設・電販向けの出荷量は東日本大震災以降、復旧・復

興関連等があり大きく増加いたしました。 

 このような情勢のもとで当社グループは、提案型営業の推進、物流機能強化を図るため当社福岡支店倉庫の増設、

新規得意先の開拓及び既存得意先の深耕、新商品の拡販など積極的な営業展開を図りました。 

また、グローバル展開の強化を図るため、中国国内（天津市）に当社グループ２拠点目となる海外事業所を開設いた

しました。  

 その結果、民間設備投資需要の回復及び東日本大震災の復旧・復興需要、銅価格の上昇による増収効果要因に加

え、海外子会社の売上が増加したことにより、売上高は 百万円（前年同期比 ％増）となり、営業利益は

百万円（前年同期比 ％増）、経常利益は 百万円（前年同期比 ％増）、四半期純利益は 百万

円（前年同期比 ％増）となりました。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。各セグメントの売上高は、外部顧客への売上高を記載しておりま

す。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。これにより、従来の事業部門別の区分からセグメント別の区分に組み替えて表

示しているため、前年同期比については記載しておりません。 

①電線・ケーブル 

 民間設備投資が回復基調で推移し、産業用製造設備向けFA用ケーブル等の機器用電線の売上が増加いたしまし

た。また、建設用の電力用ケーブル、汎用被覆線は、東日本大震災の復旧・復興需要に加え、銅価格上昇による製

品価格の上昇により、売上が増加し、当セグメントの売上高は 百万円、セグメント利益は 百万円とな

りました。 

②その他（情報関連機器等） 

 提案型営業を強化するとともに、付加価値のあるシステム提案を行いましたが、需要の減少により、当セグメン

トの売上高は 百万円、セグメント利益は５百万円となりました。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

48,579 28.5

2,109 88.1 2,254 75.6 1,298

69.8

47,621 2,147
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、資産合計は49,268百万円で前連結会計年度末に比べて

3,109百万円の増加となりました。 

 流動資産は、売上債権の増加などにより、前連結会計年度末に比べて2,757百万円の増加となり、固定資産

は、設備投資及び投資有価証券の時価上昇による増加などにより、前連結会計年度末に比べて352百万円の増加

となりました。 

 負債につきましては、負債合計は20,193百万円で前連結会計年度末に比べて2,096百万円の増加となりまし

た。増加の要因は、仕入債務の増加により流動負債が増加したことなどによります。 

 純資産につきましては、純資産合計は29,074百万円で前連結会計年度末に比べて1,013百万円の増加となりま

した。増加の要因は、自己株式の取得による減少があったものの利益の内部留保により利益剰余金が増加した

ことなどによります。  

  

②連結キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ 百万円減少し、 百万円となりました。  

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動における資金は、税金等調整前四半期純利益 百万円、減価償却費 百万円、仕入債務の増加

百万円等の収入に対し、売上債権の増加 百万円、商品の増加 百万円及び法人税等の支払

百万円等により、 百万円の減少となりました（前第３四半期連結累計期間は資金の増加 百万円）。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動における資金は、有形固定資産の売却による収入 百万円の収入に対し、有形固定資産の取得によ

る支出 百万円等により、 百万円の減少となりました（前第３四半期連結累計期間は資金の増加 百

万円）。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動における資金は、自己株式の取得による支出 百万円、配当金の支払 百万円等により、 百

万円の減少となりました（前第３四半期連結累計期間は資金の減少 百万円）。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想につきましては、平成23年６月２日に平成23年10月期第２四半期決算短信で公表いたしました業績

予想からの変更はありません。  

  

966 8,082

2,290 252

2,465 2,782 1,037 1,126

106 713

96

454 341 1,070

170 261 517

1,769
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。  

 なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

  

（企業結合に関する会計基準等の適用）  

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に

係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年

12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。  

  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書）  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。  

  

③追加情報 

（退職給付引当金） 

 当社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成23年４月に税制適格退職年金制度から確定拠出年金制度へ移行

し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。 

 本移行に伴う影響額は、当第３四半期連結累計期間の特別利益として92百万円計上されております。 

  

（セグメント情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,085 9,051

受取手形及び売掛金 18,954 16,101

有価証券 14 8

商品 4,393 3,353

繰延税金資産 206 393

その他 146 103

貸倒引当金 △88 △56

流動資産合計 31,713 28,955

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,069 3,984

機械装置及び運搬具（純額） 224 212

土地 8,216 7,761

リース資産（純額） 81 87

その他（純額） 282 643

有形固定資産合計 12,873 12,689

無形固定資産 87 58

投資その他の資産   

投資有価証券 1,233 1,138

長期貸付金 88 92

繰延税金資産 679 748

その他（純額） 3,113 2,990

貸倒引当金 △521 △515

投資その他の資産合計 4,593 4,454

固定資産合計 17,555 17,202

資産合計 49,268 46,158
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,607 14,106

短期借入金 197 150

リース債務 20 19

未払法人税等 361 725

賞与引当金 234 430

資産除去債務 2 －

その他 733 582

流動負債合計 18,157 16,014

固定負債   

社債 5 －

リース債務 62 70

繰延税金負債 126 126

退職給付引当金 1,444 1,454

役員退職慰労引当金 254 300

資産除去債務 6 －

その他 135 129

固定負債合計 2,035 2,082

負債合計 20,193 18,097

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,575 2,575

資本剰余金 3,372 3,372

利益剰余金 23,360 22,326

自己株式 △354 △183

株主資本合計 28,953 28,089

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 133 △10

為替換算調整勘定 △27 △27

評価・換算差額等合計 105 △38

少数株主持分 16 10

純資産合計 29,074 28,061

負債純資産合計 49,268 46,158
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年７月31日) 

売上高 37,800 48,579

売上原価 31,650 41,166

売上総利益 6,149 7,412

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 611 724

貸倒引当金繰入額 16 101

給料及び賞与 2,073 2,169

福利厚生費 464 493

賞与引当金繰入額 245 234

退職給付費用 163 144

役員退職慰労引当金繰入額 27 18

旅費交通費及び通信費 176 173

減価償却費 258 239

のれん償却額 － 25

その他 991 976

販売費及び一般管理費合計 5,027 5,302

営業利益 1,121 2,109

営業外収益   

受取利息 9 7

受取配当金 14 16

受取家賃 70 75

仕入割引 30 39

その他 62 57

営業外収益合計 187 197

営業外費用   

支払利息 1 2

為替差損 1 0

投資有価証券売却損 － 13

減価償却費 － 10

支払保証料 13 16

その他 8 9

営業外費用合計 25 52

経常利益 1,283 2,254
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年７月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 － 0

退職給付制度終了益 － 92

保険解約返戻金 14 －

特別利益合計 14 93

特別損失   

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 11 －

投資有価証券評価損 38 24

ゴルフ会員権評価損 0 －

役員退職慰労金 5 20

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5

災害による損失 － 5

特別損失合計 56 57

税金等調整前四半期純利益 1,241 2,290

法人税、住民税及び事業税 437 769

法人税等調整額 37 217

法人税等合計 475 986

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,303

少数株主利益 1 5

四半期純利益 764 1,298
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,241 2,290

減価償却費 260 252

退職給付引当金の増減額（△は減少） 62 △17

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10 △46

賞与引当金の増減額（△は減少） △164 △196

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △0 △0

のれん償却額 － 25

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 37

受取利息及び受取配当金 △24 △24

支払利息 1 2

有価証券償還損益（△は益） 2 －

投資有価証券評価損益（△は益） 38 24

投資有価証券売却損益（△は益） △0 13

固定資産売却損益（△は益） － 1

固定資産除却損 11 0

保険解約損益（△は益） △14 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,523 △2,782

商品の増減額（△は増加） △409 △1,037

仕入債務の増減額（△は減少） 1,254 2,465

未払消費税等の増減額（△は減少） 59 △22

その他 238 9

小計 1,038 996

利息及び配当金の受取額 24 24

利息の支払額 △1 △2

法人税等の支払額 △347 △1,126

営業活動によるキャッシュ・フロー 713 △106

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 1,000 1

有価証券の取得による支出 △10 －

有価証券の償還による収入 17 10

有形固定資産の取得による支出 △62 △454

有形固定資産の売却による収入 90 96

投資有価証券の取得による支出 △15 △14

投資有価証券の売却による収入 2 61

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ 6

貸付金の回収による収入 4 4

保険積立金の積立による支出 △30 △149

保険積立金の解約による収入 43 68

その他 31 29

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,070 △341
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年７月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △50 47

長期借入金の返済による支出 － △111

社債の償還による支出 △1,505 △3

自己株式の取得による支出 △0 △170

配当金の支払額 △206 △261

その他 △8 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,769 △517

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13 △966

現金及び現金同等物の期首残高 7,847 9,048

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,860 8,082
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 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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